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　新年明けましておめでとうございます。

　新春を迎え、市民の皆様には健やかにお過ごし

のことと心からお慶び申し上げます。

　さて、長引く景気の低迷、政権交代に伴う各種

施策の方向転換により、地方自治体、地方議会に

とっても、先行きの見えない、判断の難しい情勢

が続いています。

　しかしながら、このような不透明な状況下に

あって、地方分権を大きく推し進めるためには、

みずからの判断と責任において地域の経営を行う

「地域主権」の考え方が重要であり、桜川市民の皆

様が安心して暮らせるまちづくりを進めていくこ

とが、我々議員に課せられた責務と考えて

おります。

　どうか本年も、市民の皆様の幅広い、

忌憚のないご意見をいただけますよう、

よろしくお願い申し上げます。
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小高友徳

28 日 筑西広域市町村圏事務組合議会

11 月
　

   ９日 文教常任委員会 P6

11 日 福祉環境常任委員会 P6

12 日 行政視察来庁（群馬県甘楽町）P7

16 日 ４常任委員会合同委員会

20 日 議会運営委員会

20 日 議会全員協議会

20 日 第３回臨時会

25 日 筑西広域市町村圏事務組合議会

12 月 ２日 議会運営委員会

２日 議会全員協議会

７～ 10 日 第４回定例会

９日 議会広報特別委員会

18 日 議員視察研修 P7

（群馬県八ッ場ダム）

21 日 福祉環境常任委員会

１月 13 日 議会広報特別委員会

20 日 議会広報特別委員会

10 月

次の定例会は3月4日（木） 開会予定です。傍聴をお待ちしています

工事の安全を祈って
　多目的複合施設建築工事着工に当たり、安全祈願祭が１月

９日（土）にとり行われました。

　文化・芸術・情報の交流拠点として、たくさんの市民の利

用に向け、早期の完成が期待されます。


